曜日の名前

　日本語の曜日の名前は、日、月、火、水、・・・　。中国語では、星期日、星期一、星期二、・・・。日本語の方がヨーロッパの趣旨に忠実のようです。英語、フランス語と並べてみると、

	中国語
	日本語
	惑星名
	英語
	フランス語

	星期日
	日
	（太陽：恒星）Sun
	Sunday
	dimanche

	星期一
	月
	（月：衛星）Moon, lune
	Monday
	lundi

	星期二
	火
	火星、Mars（戦争の神）
	Tuesday
	mardi

	星期三
	水
	水星、Mercury（商売の神）
	Wednesday
	mercredi

	星期四
	木
	木星、Jupiter（全能の神）
	Thursday
	jeudi

	星期五
	金
	金星、Venus（美の神）
	Friday
	vendredi

	星期六
	土
	土曜、Saturn
	Saturday
	samedi


疑問１）日、月、土は英語と惑星名の関連は付くけど、火、水、木、金は、フランス語の方はともかくとして、英語は似ても似つかないほど、変わってしまっています。どうしてこんなに変わってしまったのでしょう。

　これは、研究社の『新英和大辞典』で、Tuesday などを引いてなるほどと思いました。

チュートン神話の戦争の神は、Tiu、なんだそうです。また、ゲルマン神話のWodan。Thorとは、北欧神話の豊穣の神。Friggとは女性・家庭の神、Wodanの妻。

　惑星の名前はローマ神話の神の名にちなんだものです。フランス語はローマ帝国の公用語のラテン語が祖先ですから、そのまま神々の名をもらって、適当になまっていったのでしょう。ところが、英語の母国ブリテン島に居住する民族は、北欧からきたバイキングの末裔だったり、ゲルマン系の人が移り住んだりした土台の上に、ノルマン半島との交渉などがあってフランスからの血統も入った民族です。英語の語源も、ドイツ語からきたものもあれば、フランス語からきたものもある。曜日のローマ神話の神々も、ゲルマンや北欧を経るにつれて、変わってしまったとのこと。

　一言で言えば、「なぞらえ」です。いまの日本では、古事記よりもアダムとイブの方が有名かもしれませんが、はじめて、「アダム」って人の名を聞いたときに、「え、この人どんな人」・・・『人の世の一番はじめの男』、「ふうん、じゃあ、イザナギのミコトみたいな人ね。」と納得するようなものでしょう。Marsが戦争の神と聞いて、じゃあ我々の神話のTiuに当たる神様にちなんだ日かぁと理解しようとしたのでしょう。そこで、Marsの日は、Tiu’s day　になって、今ではTuesday となったって訳です。

　じゃあ、火星と名前がついている惑星がなんで戦争の神なのでしょう。火星は赤い色をしています。それが炎とか血とかを連想させるので、戦争の神に。水星はちょこまか動きます。Mercury は使い走りの神。金星は、日本・中国では「明星」、地球に近いだけあって日暮れや明け方に明るく輝く星なので、美の神をあてたのでしょう。これらの外見からくるイメージは、イギリス人の作曲家、G.　Holst　が組曲『惑星』を作曲しています。

　ホルストの組曲には、当時予測はされていたけれども発見はされてはいなかった冥王星を除いた７曲（火、金、水、木、土、天王、海王）が含まれていますが、ヨーロッパでも東洋でも、古代から知られていたのは、水、金、火、木、土の５つだけ。東洋では五行説の５つをあてて惑星の名前にしていたので、曜日の名前が惑星の名前にちなむことを知って、かなり忠実に曜日の名前をつけたのでしょう。

疑問２）なんでこの順なのか。

　地動説で、太陽系の位置関係は、太陽から近い順に、水、金、地球、火、木、土で、月は地球の衛星です。先ほど触れたように、天王、海王、冥王は、古代では未発見でした。当時は地動説ではなく、天動説を信じていましたから、地球に近い順ならば、月、水、金、日、火、木、土のはずです。この天体の順番は、実は２日後、２日後を曜日を並べた順に一致しています。

　幻冬舎文庫の『誰かについしゃべりたくなる話のネタ・雑学の本』だったか、その続編だったかに、次のような説明が為されていました。江戸時代に日本で、「いっとき」ごとに、十二支のひとつひとつをあてて、子の刻、丑の刻と「とき」の名を付けていました。それと同じように、昔のヨーロッパではある時間ごとに天体の名を付けていたというのです。ある日の０時が、「日」だとすると、

　
日、
金、
水、
月　と近づいていって、

　
０
１
２
３　　　　　この次に一番遠い「土」に戻り、

　
土、
木、
火、
日、
金、
水、
月、・・・

　　　　４
５
６
７
８
９
10・・・途中を略しますが、

　　　　日、
金、
水、
月、


21
22
23
０
と、翌日の０時が「月」になります。ですから曜日は、もともとは、その天体の時刻から始まる日程度の意味だったのだろうと。

　＜参考＞ブアスティン／鈴木主税他『どうして一週間は七日なのか』（集英社文庫）

付け足し）　曜日は１日ごとに次の日になっていますから、何年何月何日というデータがあれば、何曜日かがわかるはずです。一松　信『教室に電卓を』（海鳴社）にその「計算」の方法が出ています。西暦Ａ年Ｂ月Ｃ日を、Ｂが１，２の場合は、前の年の13月、14月とみなして（１年は３月から始まっていたのです）、└ｎ┘を「ｎを小数点以下切り捨てた結果」を表すことにすると、

　　└（Ａ／400）┘－└（Ａ／100）┘＋└（Ａ／４）┘＋└｛（Ｂ－３）×30.6｝┘＋Ｃ

を７で割った余りによって決めるというもの。なお、はじめの３つの項は、うるう年による補正。30.6というのは、１ヵ月に含まれる日にちの数の大体の平均。

メートル法

　「ミル・フィーユ」なるお菓子がありますね．フランス語で，「ミル（mille）」ってのは，千のこと．「ミレニアム」と同じく「ミリ」と同じ語源を持ちます．「フィーユ」は，feuille，英語ではleaf，sheet　ほどの意味です．だから「千枚」ってほどの名前．薄いパイ生地を沢山重ねたようなお菓子だからこの名前がついたのでしょう．

　「mille」をフランス語の辞書で調べたら，英語の「マイル（≒1.6km）」のフランス語の綴りも，「mille」．これは、研究社の新英和大辞典を引くと、1000歩にちなむと．そうすると、左右１組で１歩なのでしょうね．metre（メートル）は、ラテン語の辞書を引くと「metor／量る，測量する，境界を定める．」このような動詞にちなんで単位の名前にしたのでしょうが、当時使われていたyardという単位は王様の鼻から手の指先まで。腰周りとも大体同じだったようです（体格良いね）。マイルがミルとは，意外でした．同じラテン語の辞書に，「metrum／1.　尺度，メートル，　2．詩形，詩格，韻律，詩句」とあります．　

　で，どうして，地球の子午線の長さの1000万分の１にしたかというと，

10のn乗分の１のうちで，yardに一番近くなるようにnを選んだら７になっちゃったってほどのことでしょう．Yardは、3feet、で、1footは、12inches。1inchは2.5cmでしたからと。まるで算数の先生のような質問をしそうになった正田でした。

　ちなみにラテン語の辞書（研究社の羅和辞典：学生のときに古本屋で見栄で買った）によると，「gramma／　2 obiliの重量（グラム）」とあったから，これもふるい名前の借用だろうね．．．

　「％」は「パーセント」と読みます．英語の綴りは「per　cent」．「センチ」と同じ語源のcent（＝100）がここに使われています．ちなみにローマ数字の100は，C，1000はMですよね．では「‰」は何と読む？

そう，「パーミル」と読んで1000分の1を表します．「ppm」正田よりも数年年上だと，「Peter Paul and Mary」というフォークソングのトリオを連想しますが，これは公害問題ででてきた100万分の1を表す濃度の単位をもじったもの．「Parts per Million」．では，「ppb」は？そうです．「Parts per billion」のことです．

月の名前

　フランス革命でも改革できなかった月の名前（岩波文庫の「フランス革命期の公教育論」に報告書が訳されている）．毎回のごとく話題になる正田真也君に，「Sunday　とMS-Excel　で打って，その右下隅にマウスを持って行くと？ほら，黒十字に変わったでしょ．そんでこいつをドラッグすると・・・」と教えて感激させたことがあるのですが（感激ついでに，じゃあ曜日のウェドネス・デイなんて覚えなくて良いじゃんと，勘違いしたっていう副作用も！）．もちろん，「January」と打ってとやっても同じことができます（興味のある人は，「師走」と打って・・・でもやってみるように！）．

　次のページの表の見方だけど，○実は，３月が１年の初めだったそうな．３重奏をトリオ，４重奏はカルテット，５重奏はクインテットというけど，７重奏はセプテット．８重奏はオクテット．９月，10月はそれぞれ７番目の，８番目の月って名前に残っています．ちなみにタコはＯｃｔｏｐｕｓ．「８本足」ってことが語源です．で，12月は10番目だったから「December」と10があるでしょ？　○「ニシムクサムライ」を小の月がどれかを正田は覚えたことがあるけど，昔は３月からはじめて，交互に大の月（31日）と小の月（30日）を並べていた．ジュリアス・シーザ（ラテン語では，ユリウス・カエサル／ルビコン河を渡った人，聖書＜マタイ．22.21など＞に「カイザルのものはカイザルに」とでてくる人）が恐らく誕生日でもあるのか，
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自分の名前を７月の遺しちゃったし，聖アウグスツ帝も８月に遺しちゃった．自分の月が小ってのは気にくわないわけで７・８月が連続で大の月に．そのお蔭で最後の２月が極端に痩せ細っちゃったわけ．

と、ここまで書いて気分転換に古本屋街にでもいこうと散歩してきました。すると、次のような本をかぎあてました。

　　　永田　久，１９８２『暦と占いの科学』（新潮選書）

著者は法政大学の数学の先生。古今東西のかなり多くの知識が得られる本だと思いました。

　この本の、p.116　によると、アウグスツ帝の大伯父に当たるとか。
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